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新型コロナウィルス感染症の拡大の懸念から、本会議は書面開催とします。 

S00010
フリーテキスト
　資料１

shakyo08
スタンプ



関東甲信越静社会教育委員連絡協議会理事会に寄せて 

 

 本来ならば、5 月 27 日の理事会において皆様に直接ご挨拶申し上げるべきと

ころではございましたが、新型コロナウィルス感染拡大の関係から、対面にての

理事会が中止されたことに伴い書面にてご挨拶申しあげます。 

第 52 回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会のテーマは、「明日に向け 学

びの輪を広げよう！！～地域の魅力 グローバル社会で再発見～」です。 

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、顔と顔を突き合わせてのコミュニケー

ションがとりづらくなり、コミュニティの先細りへの不安が地域に広がってき

ています。皆さま方の地域でも、オンラインの活用等、社会教育・生涯学習の新

しいあり方に向けて模索を続けられていると思います。今後は、コロナ後の社会

を見据え、人々によってはぐくまれた地域の魅力を再発見するとともに、学びの

輪を広げることでコミュニティの力を再構築する必要があるのではないかと考

えます。 

東京大会実行委員会では、一昨年から鋭意準備を重ねて参りましたが、全国各

地で変異株が流行する等、新型コロナウィルス感染症の終息が未だ見えず、今後

のワクチン接種にも時間がかかることが予想される中、5 月 18 日に開催した実

行委員会にて、開催方法につき検討をいたしました。その結果、2 日間の開催を

あきらめ、1日開催とし、かつ飲食を伴う情報交換会は行わない、会場参加は都

内の方に限定し、都外の方向けに録画配信を実施する、という方針を決定いたし

ましたので、ご報告申しあげます。また、ライブ配信の可能性も検討していきま

す。本日お示しする資料は、この変更を受けてのものとなります。なお、今後の

状況によっては、さらなる修正や変更を余儀なくされる可能性もありますこと

お含み置きいただき、本理事会資料をご検討いただければ幸いです。 

不確実な状況の下、大変心苦しく思いますが、コロナ禍においても可能な学び

あいの場を創出するべく、これからも努力して参りますので、何卒ご理解とご協

力を賜りますよう、お願い申しあげます。 

 

令和 3 年 5 月 

東京都市町村社会教育委員連絡協議会会長 長畑誠 
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令和３年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 第１回理事会次第 

令和３年５月 

１ 議事 

 （１） 第 52 回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会について 

 

 （２） 第 53 回関東甲信越静社会教育研究大会山梨大会について 

 

 （３） 第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会について 

  

 （４） 関東甲信越静社会教育研究大会分科会事例発表都県市ローテーションについて 

 

 （５） その他 

 

２ その他 

 （１） 第 52 回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会開催要項希望部数について 

 

 （２） 令和３度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会事務局一覧表について 

 

  

３ 連絡 

  令和３年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会第２回理事会について 

  令和４年３月上旬を予定（全国社会教育委員連合理事会・総会のおよそ１週間後を目途 

に開催予定） 
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※令和3年5月現在

役　職 氏　名 団　体　名

会　長 長畑　誠 東京都市町村社会教育委員連絡協議会

山田　　智之 新潟県社会教育委員連絡協議会

塩島　　明美 山梨県社会教育委員連絡協議会

儘田　　茂樹 茨城県社会教育委員連絡協議会

斎藤　　陽子 栃木県社会教育委員協議会

志村　　隆雄 群馬県社会教育委員協議会

野澤　　　優 埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会

二宮　　義文 千葉県社会教育委員連絡協議会

笹井　　宏益 東京都生涯学習審議会委員連絡協議会

鈴木　　眞理 神奈川県社会教育委員連絡協議会

小池　　玲子 長野県社会教育委員連絡協議会

中蔦　るり子 静岡県社会教育委員連絡協議会

若原　　幸範 さいたま市社会教育委員会議

三野宮　純一 千葉市社会教育委員会議

9月以降に就任予定 横浜市社会教育委員会議

平川　　景子 川崎市社会教育委員会議

古矢　　鉄矢 相模原市社会教育委員会議

渋江　かさね 静岡市社会教育委員会議

伊藤　　　豪 浜松市社会教育委員会

雲尾　　　周 新潟市社会教育委員会議

令和３年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会　役員名簿　（敬称略）

副会長

理　事
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令和３年度 

第５２回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会 

開 催 要 項（案） 
 

１ 大会スローガン 

明日に向け 学びの輪を広げよう！！ 

～地域の魅力 グローバル社会で再発見～ 

 

２ 開催趣旨 

私たちは、今、人生１００年時代に向け、未来志向の社会教育を考えていかなければなりま

せん。 

社会教育は、人・つながり・地域をはぐくみ、よりよい社会を形成することが出来るものだ

からです。 

大会スローガン「明日に向け 学びの輪を広げよう！！」は、人生１００年時代のこれから

の未来を表現し、社会教育＝学びが広がっていくことをイメージし、人や地域がつながってい

くことを目指します。 

これまで、それぞれの地域では、豊富な人材と魅力あふれる多くのコミュニティにより様々

な取組みが行われてきました。しかしながら、超高齢社会が進み、コミュニティの弱体化が叫

ばれるようになり、最近では、新型コロナウイルス感染症がそれに追い打ちをかける事態とな

っています。そして、社会教育が得意とする、顔と顔を突き合わせてのコミュニケーションが

とりづらくなり、コミュニティの先細りへの不安が地域に広がってきています。 

そのような中、インターネットを活用した新しいコミュニケーションの取り方が広がりを見

せており、新しい地域のつながり、社会教育の方法を模索しなければなりません。人々によっ

てはぐくまれた地域の魅力を再発見する必要があります。東京大会が、地域の活性化に向けた

新しい社会教育活動のきっかけとなるような大会になれば幸いです。 

 

３ 主催 

一般社団法人全国社会教育委員連合、関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 

東京都市町村社会教育委員連絡協議会 

令和３年度関東甲信越静社会教育研究大会東京大会実行委員会 

 

４ 期日 

令和３年１１月１１日（木） 

 

５ 会 場 

府中の森芸術劇場（東京都府中市浅間町１－２ TEL：０４２－３３５－６２１１） 

京王線東府中駅北口下車徒歩７分 

[新宿駅から約２５分、京王八王子駅から約２０分] 

※会場への大会内容に関するお問い合わせは御遠慮ください。 
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６ 参加対象 

東京都内の社会教育委員および社会教育・生涯学習・地域活動に関心のある方（約３００名） 

（関東甲信越静各県及び政令指定都市については、録画配信予定） ※ライブ配信も検討中 

 

７ 参加費 

一人３，０００円（参加資料代として） 

 

８ 大会日程 

  【受付】 １１：３０～１２：３０ 
 

○アトラクション （１２：３０～１２：４５） 

・元気一番！ふちゅう体操（参加型アトラクション） 
 

○開会行事 （１３：００～１３：２５） 

・開会の言葉 

・主催者挨拶 

・来賓祝辞 

・歓迎の言葉 
 

○基調講演・トークセッション （１３：３０～１６：１５） 

・演題「 未 定  」 

・基調講演講師 

東京大学 教授 牧野 篤 氏     

・トークセッション登壇者（五十音順） 

東京学芸大学准教授・立川市生涯学習推進審議会委員 倉持 伸江 氏 

演出家（ミュージカルアニーほか）・調布市社会教育委員 篠﨑 光正 氏 

東海大学准教授・昭島市社会教育委員 二ノ宮リム さち 氏 

東京大学 教授 牧野 篤 氏 

日本大学文理学部講師・町田市社会教育委員 吉田 和夫 氏 

※途中休憩１５分を含む 
 

○閉会行事 （１６：２０～１６：２５） 

・主催者挨拶 

・閉会の言葉 
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参加費の徴収額等

徴収しない

②大会役員
※各県および政令市の社会教育委員の団体の長

録画配信のため
徴収しない

③分科会事例発表者（都外）
※1分科会同都県および政令市　2名まで

１日開催のため、
分科会を実施しない

④上記以外の参加者（社会教育員、事務局職員等）
録画配信のため
徴収しない

⑤大会実行委員(社会教育委員） 3，000円

⑥登壇者
※社会教育委員以外は徴収しない

3，000円

⑦都および市町村社会教育委員 3，000円

⑧分科会事例発表者・ファシリテーター
１日開催のため、
分科会を実施しない

⑨行政職員(都・市町村職員） 3，000円

⑩上記以外の参加者 3，000円

※ライブ配信も検討中

東京都内

参加費徴収について　（案）

区分

①全国社会教育委員連合

東京都外
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第 52 回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会 予算概算（案） 

【取扱い注意】                        令和３年５月現在 

 

【収 入】  

（単位：円） 

区分 
金額 備  考 

科目 

参 加 費 900,000 
参加費 3,000 円×300 人 

※会場参加 300 人 

助 成 金 100,000 社教連  100,000 

大 会 準 備 金 400,000 都市社連協 積立金 

協 賛 金 2,400,000  

雑 収 入 151,000 大会報告書等 

合 計 3,951,000 
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【支 出】 

（単位：円） 

区分 

 

科目 

金額 備  考 

報 償 費 291,000 基調講演講師、トークセッション等 

旅 費 60,000 基調講演講師等 

印 刷 製 本 費 560,997 大会冊子、大会報告書等 

食 糧 費 124,240 昼食弁当、お茶等  

会 場 費 685,400 府中の森芸術劇場（どりーむホール、平成の間） 

消 耗 品 費 145,400 消耗品（事務用品）、花等 

通 信 費 265,898 手数料、郵送代等 

保 険 料 45,000 イベント保険料 

委 託 費 1,482,000 旅行業者委託、録画配信委託等 

実 行 委 員 会、

関ブロ理事会費 
13,000 会場使用料、消耗品等 

予 備 費 278,065  

合 計 3,951,000  

 ※ライブ配信も検討中 
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令和４年度 

第５３回関東甲信越静社会教育研究大会山梨大会 

開 催 要 項（案） 
 

１ 大会スローガン（R3.6 県理事会で再検討） 

「語ろう 甲斐の国やまなしで」 

～ 人を結ぶ これからの社会教育 ～ 

 

２ 研究主題（R3.6 県理事会で再検討） 

新たな生活環境の中での社会教育のあり方を考える 

～ 社会的包摂に向けた社会教育の果たす役割 ～ 

 

３ 開催趣旨（R3.6 県理事会で再検討） 

甲斐の武将武田信玄を私たち山梨県民は敬意を込めて「信玄公」と呼びます。信

玄公は「人は石垣、人は城、情けは見方、仇は敵なり」という有名な言葉を残し、

今も「武田節」の一節として歌い継がれています。 

社会教育推進の基本方針は、ウイズコロナの時代にあっても、社会教育の原点で

ある「人づくり、つながりづくり、地域づくり」であり、まさに信玄公と想いを一

にするものといえます。昨今の「想定外」と言われる各地の大災害は、人と人、人

と地域のつながりの重要性を再認識させてくれるものとなりました。新型コロナウ

イルス感染症の影響により地域社会の先行きが不安視される今だからこそ、「誰一人

取り残さない」包摂的な社会づくりを推進していくことが社会教育の果たすべき役

割と考えます。 

この２日間、ここに社会教育関係者がよっちゃばって（一堂に集い）、これからの   

社会教育についての語り合いが皆様のかけがえのない財産となり、活力ある地域社

会づくりの礎となることを期待しています。山梨によっちゃばって話をするじゃん

け（集い、大いに語りあいましょう）。 

 

 ※１～３につきましては、コロナ禍にあって、再検討する必要があるとの声が多数上

がっているため、今後、理事会等で協議して内容を変更する場合があります。 

 

４ 期 日 

令和４年１１月１０日（木）～１１日（金） 

 

 

山梨県 PR キャラクター 

  武田菱丸                            
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５ 会 場 

【１日目（全体会）】甲府市総合市民会館（山の都アリーナ） 

〒400-0033 山梨県甲府市青沼３－５－１１ 

 

【２日目（分科会）】山梨県立図書館 

 （１Ｆイベントスペース ２Ｆ多目的室） 

〒400-0024 山梨県甲府市北口２－８－１ 

防災新館（１Ｆオープンスクエア） 

〒400-0024 山梨県甲府市丸の内１－６－１ 

 

６ 参加費 

一人３,５００円（参加資料代として） 

 

７ 分科会について 

分科会での事例発表については、２分科会（各分科会２事例・計４事例の予定）

を考えており、分科会ローテーション表上位の自治体にお願いしたいと考えてい

ます。発表自治体は、横浜、群馬、茨城、栃木となっています。年内には依頼させ

ていただきます。なお、分科会テーマについては、後日、連絡いたします。 
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令和３年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会第１回理事会（書面開催） 

第３号議案 第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会について 

【議案提案都県市】 

 栃木県（栃木県社会教育委員協議会） 

【議案内容】 

栃木県社会教育委員協議会では、令和５年度の大会開催準備を進めるため、今年 11

月に栃木大会準備委員会を組織し開催準備を進める予定です。 

  詳細については、今後の理事会で提案させていただきます。 

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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関東甲信越静社会教育研究大会分科会事例発表都県市 

ローテーション申し合わせ事項 

 
【確認】 
（１）事例発表と県の順番は、大会開催順を基本とする。ただし、前年に大会を開催し

た都県は、原則として事例発表から除く。 （平成２２年度大会より） 
（２）政令指定都市の順番は、（上記）を原則とする。 （平成２２年度大会より） 
（３）原則として、政令指定都市は事例発表の１枠を担当し、残りの数が都県の担当と

なる。 
（４）都県順番 
  ①埼玉県 ②長野県 ③東京都 ④茨城県 ⑤栃木県 ⑥山梨県 ⑦神奈川県 
  ⑧群馬県 ⑨千葉県 ⑩新潟県 ⑪静岡県 ⑫政令指定都市 
（５）政令指定都市内順番 
  ①千葉市 ②横浜市 ③さいたま市 ④川崎市 ⑤静岡市 ⑥新潟市 ⑦浜松市 
  ⑧相模原市 
 
【平成 30年追加確認】 
１ 公募かローテーションで行くかは、開催都県市の分科会構想に委ねる。その方向は、

開催前年度の第１回理事会までに提案する。 
２ ローテーションの場合は、別紙事例発表候補都県市ローテーション表（案）による。

また、公募の場合も分科会の事例発表数に足りない場合は、ローテーション表によ

り、依頼する。 
３ 公募の場合もローテーション表の場合も、ローテーション表に反映させる。 
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関東甲信越静社会教育委員連絡協議会
全国大会・関ブロ大会の開催ローテーション（平成２８年３月１８日確認）

基　本(イ) 決定(ロ) 開催都県
前回から
の

28 千葉県 千葉県 1 千葉県 千葉県 11 - H25.3
29 2 新潟県 静岡県 10 - H26.3
30 3 静岡県 長野県 10 - H27.3
元 4 埼玉県 埼玉県 10 H28.6 H28.3
2 新潟県 新潟県 5 長野県 新潟県 14 H28.6 H29.3
3 6 東京都 東京都 11 H28.6 H30.3
4 7 茨城県 山梨県 10 H28.6 H31.3
5 8 栃木県 栃木県 10 H28.6 R2.3
6 静岡県 茨城県 9 山梨県 茨城県 13 H28.6 R3.3
7 10 神奈川県 神奈川県 11 R1.5 R4.3
8 11 群馬県 群馬県 11 R1.5 R5.3
9 1 千葉県 千葉県 11 R1.5 R6.3
10 埼玉県 静岡県 2 新潟県 静岡県 11 R1.5 R7.3
11 3 静岡県 長野県 11 R5.5 R8.3
12 4 埼玉県 新潟県 10 R5.5 R9.3
13 5 長野県 東京都 10 R5.5 R10.3
14 茨城県 埼玉県 6 東京都 埼玉県 13 R5.5 R11.3
15 7 茨城県 山梨県 11
16 8 栃木県 茨城県 10
17 9 山梨県 神奈川県 10
18 栃木県 栃木県 10 神奈川県 栃木県 13
19 11 群馬県 群馬県 11
20 1 千葉県 千葉県 11
21 2 新潟県 静岡県 11
22 群馬県 長野県 3 静岡県 長野県 11
23 4 埼玉県 新潟県 11
24 5 長野県 東京都 11
25 6 東京都 埼玉県 11
26 長野県 山梨県 7 茨城県 山梨県 11
27 8 栃木県 茨城県 11
28 9 山梨県 神奈川県 11
29 10 神奈川県 栃木県 11
30 山梨県 群馬県 11 群馬県 群馬県 11
31 1 千葉県 千葉県 11
32 2 新潟県 静岡県 11
33 3 静岡県 長野県 11
34 神奈川県 東京都 4 埼玉県 東京都 10
35 5 長野県 新潟県 12
36 6 東京都 埼玉県 11
37 7 茨城県 山梨県 11
38 東京都 神奈川県 8 栃木県 神奈川県 10
39 9 山梨県 茨城県 12
40 10 神奈川県 栃木県 11
41 11 群馬県 群馬県 11

年
度

理事会
提案時期

開催最終
確認時期 備考

全国大会 関ブロ大会

基　　本(ハ)

【関東甲信越静社会教育研究大会開催都県の決定及び確認方法について】

１．開催年度の3年前の3月までに関ブロ理事会で正式決定する。
２．開催都県の順番は、関東甲信越静地区で定めた「基本ローテーション（ハ）」により決定するが、

全国大会（関ブロ大会と同時開催）の開催間隔を考慮し、一部開催順序を入れ替える。

３．全国大会の開催都県（ロ）は、平成27年度確認により、千葉県を起点とした基本ローテーション（イ）
を定め、関ブロ大会の開催間隔を踏まえ、開催順序を適宜入れ替え決定する。
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回
年
度
開
催
都
県
基
本

全
国
分
科
会
数
公
募
埼
玉
長
野
東
京
茨
城
栃
木
山
梨

神
奈
川
群
県
千
葉
新
潟
静
岡
政
令
市

備
考

4
5
2
6
神
奈
川

５
＋
２
（
特
別
）

⑦
⑧

⑨
④

⑩
○

⑤
⑥

―
③

①
静
岡

②
新
潟

4
6
2
7
群
馬

5
7

8
9

5
④

1
0

○
6
③

②
①
浜
松

4
7
2
8
千
葉

○
5

○
○

―
―

―
―

―
○

○
―

―
―

4
8
2
9
静
岡

（
新
潟
）

5
8

9
③

②
1
0
④

5
6

7
○

①
相
模
原

4
9
3
0
長
野

（
静
岡
）

5
○

7
○

8
9
②

1
0
3

4
⑤

6
①
千
葉

○
新
潟

5
0
元

埼
玉

２
＋
３
（
発
表
な
し
）
○

○
6

7
9

8
②

3
⑩

4
5

１
横
浜

5
1
2
新
潟

（
長
野
）
○

5
○

⑨
4

5
7

6
1
0
2

8
○

③
１
横
浜

5
2
3
東
京

３
＋
２
（
発
表
な
し
）

8
1
0
○

③
5
④

7
②

6
9

１
横
浜

左
図
の
と
お
り
事
例
発
表
を
行
う
予
定
で

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
１
日

開
催
に
変
更
と
な
り
、
分
科
会
の
実
施
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使

用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

5
3
4
山
梨

（
茨
城
)

7
9

3
4

6
2

5
1
0
8

１
横
浜

東
京
大
会
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し

て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
り
ま

す
。

5
4
5
栃
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
　
分
科
会
事
例
発
表
候
補
都
県
市
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
案
）

（
１
）
事
例
発
表
と
県
の
順
番
は
、
大
会
開
催
順
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
年
に
大
会
を
開
催
し
た
都
県
は
、
原
則
と
し
て
事
例
発
表
か
ら
除
く
。
　
（
平
成
２
２
年
度
大
会
よ
り
）

（
２
）
政
令
指
定
都
市
の
順
番
は
、
（
上
記
）
を
原
則
と
す
る
。
　
（
平
成
２
２
年
度
大
会
よ
り
）

（
３
）
原
則
と
し
て
、
政
令
指
定
都
市
は
事
例
発
表
の
１
枠
を
担
当
し
、
残
り
の
数
が
都
県
の
担
当
と
な
る
。

（
４
）
都
県
順
番

　
　
①
埼
玉
県
　
②
長
野
県
　
③
東
京
都
　
④
茨
城
県
　
⑤
栃
木
県
　
⑥
山
梨
県
　
⑦
神
奈
川
県
　
⑧
群
馬
県
　
⑨
千
葉
県
　
⑩
新
潟
県
　
⑪
静
岡
県
　
⑫
政
令
指
定
都
市

（
５
）
政
令
指
定
都
市
内
順
番

　
　
①
千
葉
市
　
②
横
浜
市
　
③
さ
い
た
ま
市
　
④
川
崎
市
　
⑤
静
岡
市
　
⑥
新
潟
市
　
⑦
浜
松
市
　
⑧
相
模
原
市

 ○
  
：
分
科
会
事
例
発
表
都
県
市

 ＼
  
：
開
催
都
県

  
　
  
：
前
年
度
開
催
都
県

数
字
：
発
表
候
補
都
県
市
順
番
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都県市 R2元年度 R3年度希望部数 備考

1 (一社)全国社会教育委員連合 5 5

2 茨城県社会教育委員連絡協議会 200 200

3 栃木県社会教育委員協議会 110 110

4 群馬県社会教育委員連絡協議会 120 120

5 埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会 350 245

6 千葉県社会教育委員連絡協議会 105 95

7 東京都生涯学習審議会委員連絡協議会 50 170

8
東京都市町村社会教育委員連絡協議会

（本年度事務局担当）
300 550 開催地

9 神奈川県社会教育委員連絡協議会 170 200

10 新潟県社会教育委員連絡協議会 350 100

11 山梨県社会教育委員連絡協議会 350 350

12 長野県社会教育委員連絡協議会 600 600

13 静岡県社会教育委員連絡協議会 200 220

14 さいたま市社会教育委員会議 30 20

15 千葉市社会教育委員会議 5 5

16 横浜市社会教育委員会議 0 1

17 川崎市社会教育委員会議 2 2

18 相模原市社会教育委員会議 20 20

19 静岡市社会教育委員会議 20 17

20 浜松市社会教育委員会 20 15

21 新潟市社会教育委員会議 20 15

3,027 3,060

＊変更がある場合には、６月１１日（金）までに、府中市事務局までご連絡ください。

第52回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会開催要項　希望部数

合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年５月現在
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※修正等がありましたら、6月11日（金）まで
に、府中市事務局までご連絡ください。

上段：会長等
中段：事務局長
下段：担当者

NO 団体名 住所（上）／電子メールアドレス（下） 電話(上)／ＦＡＸ(下) 会長等・事務局

〒101-0065　千代田区西神田３－１－６ ０３－６３８０－８５４０ 鈴木　眞理

日本弘道会ビル７階 ０３－６３８０－８５４１ －

三田　真純

〒310-0011　水戸市三の丸１－５－３８ ０２９－２２５－６９９１ 儘田　茂樹

茨城県三の丸庁舎3階　水戸生涯学習センター内 ０２９－３０３－５５５０ 大月　光司

佐藤  孝弘

〒320-8501　宇都宮市塙田１－１－２０ ０２８－６２３－３４０４ 斎藤　陽子

栃木県教育委員会　生涯学習課内 ０２８－６２３－３４０６ 星野　肇

菊地　純

〒371-8570　前橋市大手町１－１－１ ０２７－２２６－４６６６ 志村　隆雄

群馬県教育委員会　生涯学習課内 ０２７－２２４－８７８０ 侭田　浩一

知久　鉄平

〒350-0192　比企郡川島町大字下八ツ林８７０－１ ０４９－２９９－１７１１ 野澤　　優

川島町教育委員会　生涯学習課 ０４９－２９７－８４１０ －

神田　雅貴

〒260-8662　千葉市中央区市場町１－１ ０４３－２２３－４０７２ 二宮　義文

千葉県教育庁教育振興部　生涯学習課内 ０４３－２２２－３５６５ 鈴木　真一

小倉　藤吉

〒163-8001　新宿区西新宿２－８－１ 都庁第二本庁舎16階 ０３－５３２０－６８５３ 笹井　宏益

東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課内 ０３－５３８８－１７３４ 倉富　貴久

Emiko_Morimoto@member.metro.tokyo.jp 森本惠美子

〒183-80056　府中市寿町１－５ ０４２－３３５－４３９４ 長畑　誠

府中市　文化スポーツ部　文化生涯学習課　生涯学習係 ０４２－３６５－３５９３ 二村　善久

syakyo01@city.fuchu.tokyo.jp 柏木　佳代

〒231-8588　横浜市中区日本大通１ ０４５－２１０－８３４７ 鈴木　眞理

神奈川県教育委員会教育局生涯学習部生涯学習課内 ０４５－２１０－８９３９ 菴原　典子

永野　文

〒950-8570　新潟市中央区新光町４－１ ０２５－２８０－５６１６ 山田  智之

新潟県教育庁　生涯学習推進課内 ０２５－２８４－９３９６ 小林　智

猪又　慶太

〒400-8504　甲府市丸の内１－６－１ ０５５－２２３－１７７０ 塩島　明美

山梨県教育庁　生涯学習課内 ０５５－２２３－１７７５ 鎌田　秀一

伊藤　宏紀

〒380-8570　長野市南長野幅下６９２－２ ０２６－２３５－７４３７ 小池  玲子

長野県教育委員会事務局　文化財・生涯学習課内 ０２６－２３５－７４９３ 久保　友二

後藤　卓己

〒420-0853　静岡市葵区追手町９－１８ ０５４－２５２－０６２０ 中蔦　るり子

静岡中央ビル6階 ０５４－２５２－０６２０ －

水野  きみ代

〒330-9588　さいたま市浦和区常盤６－４－４ ０４８－８２９－１７０４ 若原　幸範

さいたま市教育委員会　生涯学習部　生涯学習振興課内 ０４８－８２９－１９８９ －

清宮　雅貴

〒260-8730　千葉市中央区問屋町1-35　千葉ポートサイドタワー11階 ０４３－２４５－５９５４ 三野宮　純一

千葉市教育委員会　生涯学習振興課内 ０４３－２４５－５９９２ 小倉　とも子

石井　健一

〒231-0005　横浜市中区本町６－５０－１０ ０４５－６７１－３２８２ 9月以降に就任予定

横浜市教育委員会　生涯学習文化財課内 ０４５－２２４－５８６３ 渡邊　孝之

神谷　知栄

〒210-0004　川崎市川崎区宮本町６ ０４４－２００－３３０３ 平川　景子

川崎市教育委員会事務局　生涯学習推進課内 ０４４－２００－３９５０ 箱島　弘一

萩原　周子

〒252-5277　相模原市中央区中央２－１１－１５ ０４２－７６９－８２８６ 古矢　鉄矢

相模原市教育委員会　生涯学習課内 ０４２－７５４－７９９０ 太田　修二

吉田　慎也

〒424-8701　静岡市清水区旭町６－８清水庁舎８階 ０５４－３５４－２３６９ 渋江　かさね

静岡市教育委員会　教育総務課内 ０５４－３５４－２４７２ 秋山　知

佐藤  奈緒

〒430-8652　浜松市中区元城町１０３－２ ０５３－４５７－２４１３ 伊藤　豪

浜松市役所　市民部　創造都市・文化振興課 ０５０－３７３０－２８８７ 久米　章史

遠部　佳代子

〒951-8055　新潟市中央区礎町通３ノ町２０８６　クロスパルにいがた ０２５－２２４－２０８８ 雲尾　　周

新潟市教育委員会　生涯学習センター内 ０２５－２２３－４５７２ 枝並　素子

渡邉　さおり

4 群馬県社会教育委員連絡協議会

chiku-t@pref.gunma.lg.jp

（令和３年５月現在） 

3 栃木県社会教育委員協議会

shinsei-syougaigakusyu@pref.tochigi.lg.jp

1 (一社)全国社会教育委員連合

mita@shakyoren.or.jp

2 茨城県社会教育委員連絡協議会

ibasharen@brown.plala.or.jp

syougai@town.kawajima.saitama.jp

6 千葉県社会教育委員連絡協議会

skren_chiba@pref.chiba.lg.jp

7 東京都生涯学習審議会委員連絡協議会

5 埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会

8
東京都市町村社会教育委員連絡協議会

（本年度事務局担当）

9 神奈川県社会教育委員連絡協議会

syakyou@pref.kanagawa.lg.jp

10 新潟県社会教育委員連絡協議会

ngt500060@pref.niigata.lg.jp

11 山梨県社会教育委員連絡協議会

itou-krfp@pref.yamanashi.lg.jp

12 長野県社会教育委員連絡協議会

bunsho@pref.nagano.lg.jp

13 静岡県社会教育委員連絡協議会

shizu.shakyoren@po3.across.or.jp

17 川崎市社会教育委員会議

88syogai@city.kawasaki.jp

14 さいたま市社会教育委員会議

shogai-gakushu-shinko@city.saitama.lg.jp

15 千葉市社会教育委員会議

shogaigakushu.EDL@city.chiba.lg.jp

令和３年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会事務局一覧表（案）

18 相模原市社会教育委員会議

shogaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

21 新潟市社会教育委員会議

crosspal@city.niigata.lg.jp

19 静岡市社会教育委員会議

kyoikusomu@city.shizuoka.lg.jp

20 浜松市社会教育委員会

shogaigk@city.hamamatsu.shizuoka.jp

16 横浜市社会教育委員会議

ky-gakusyu@city.yokohama.jp

17
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